
















花柳流も、同様の規模で全国 習得者がみ れる。これら古典芸能の習得指導、および実演に関しては、家元や著名な実演家の芸歴を通して広く知られている。東京、大阪など 都市を拠点にする、家元など一門を率い人物の動向や、劇場での公演記録は多く残されてい ほか、流派の起こりから継承、分派の系譜のみならず、名人と呼ばれる著名な演者の事蹟や実演上の特徴は 多く 文献に記録されていることから研究の対象となっている。　
一方で、流派一門を構成する中堅層（名取、師範とよばれ、弟子に指導
































たが、大正期に入り漁獲高が減少したことから 六麗子氏 父親は網元を廃業して、近隣の内陸地域 は最も栄えていた倶知安町に移り、現在 二七六号線沿 八幡神社の近くに居を構えた。家の仏壇には、地元の寺院よ も豪壮な仏像を安置していたことから、町内住民が見物に来 という往時の逸話が家に残っ 。これは網元の経済力をうか わせる一面である。　
六麗子氏の父親がタバコ問屋を営んでいた事績は、 『倶知安町史』に取り
















それまで師事した師匠が六一郎 弟子筋なのか、人を介して話がついたかも定かでない。 かし、十 歳ま 稽古を重ね、唄三味線ともに技量が認められて、内弟子に入ること 出来たと考えるのが適当である。また、両親の理解があり、家庭も裕福であったこ から、芸の道へ進む環境が整っていたためで ある。
杵屋六麗子氏の略歴
大正 9年 2月 20 日 生まれる
昭和 10 年 杵屋六一郎の内弟子へ入る
昭和 12 年 4 月 杵屋名取となる  
昭和 14 ～ 15 年 弟子を取るようになる
昭和 20 年秋 結婚
昭和 22 年 8 月 （彌三恵氏生まれる）

































































が、裕福な家庭 子女や夫人は師匠を自宅招くこともある。また、稽古が可能な程度の部屋が整っている家で、地域の人 集まり稽古を頼むという場合もある。氏の場合は、前者の事由に加え、六麗子氏は目が不自由なめ、ニセコまでの送迎が困難であっ と考えられる。　
彌三恵氏は三味線音楽、日本舞踊だけでな
く、学校で習う西洋音楽 も関心があり、熱心に取り組ん いた。中学三年生の時には、声楽 後志大会で「帰れソレントへ」 （日本語）を歌い優勝、高校二年の時にも同大会で「いとしの我が君よ」 （イタリア語「
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模が大きくなるに従いレベルが違ったと感じたという。このような経験から、 高校卒業後は声楽の学べる学校への進 も考えた が った。 し し、進学となると札幌までは通学が難しいので下宿となる。祖父母 一緒 暮らしていたが、六麗子氏 一人娘であ 氏を頼っていて 「何でも好きなことをさせ あげるから、遠くへは行かないで欲しい」 言ったという。
杵屋彌三恵氏の略歴
昭和 22 年 8 月 24 日 倶知安に生まれる
昭和 46 年 3 月 花柳流名取となる
同年 結婚
平成 6年 7月 7日 （六麗子氏逝去）稽古場を引き継ぐ




氏は、 高校卒業後、 声楽を学ぶ道ではなく、 本格的に古典芸能の道へ進み、
六麗子氏について長唄を、小樽在住の花柳多喜代氏（初代、現在は息女が二代目を継いでいる）について花柳流を学んだ。（二）日本舞踊の芸歴　
新たに通い始めた花柳多喜代氏の稽古場には、地元の商店や、病院など
小樽近隣にも名の通ったところの夫人や子女が多く通っていた。特に子供から青年の割合 多かったことから、稽古環境に張り合いがあったという。藤間流では幼少期から始めたこともあって小さい曲を多く学んだが、多喜代氏のもと 曲も次第に難しいも を学ぶよう なった。　
多喜代氏の温習会では、小樽市民会館を会場として使用することが多く、




























で長唄を教えるように ったが、免状は持っていなかったため看板は掲げなかった。花柳流の稽古も行 ていたので 弟子は日本舞踊と長唄 双方習う人もい 長唄では、平成二十年頃が最も弟子 数 多く、十人程度が稽古に来て たという。倶知安町以外に、蘭越町 ニセコ町など近隣地域から車で通っ 来る弟子もいる。家庭の夫人が多い で、夫が送迎や三味線の持ち運びを手伝う箱屋のような光景もみ れ 。　
彌三恵氏が主催する温習会は、毎年新年の「お弾き初め」と、夏の「浴
衣浚い」がある。日本舞踊の稽古場がある 、本番前の下浚い 自宅で行うことができた。普段の稽古は家庭のある弟子が多いため、弟 の都合のつく時間に指導をしているが、下浚いは集合時間と帰宅時間に配慮していても、夜までかかって まう。毎年、本番前にはこ 状況のなか稽古を行うことになるが、弟子の家庭では理解者が多いとい 。　
本番は、前半に踊り、後半に長唄という構成で、間に賛助出演者が笛を


































して地域で活動を続けた人物である。そして二人目は、 聞き取り調査を行った人物で、 一人目の実子である。 母親 指導のもとに三味線音楽 習得した。また日本舞踊の花柳流も習得し、二十三歳には師範免状を取得し、師匠として地域の人々を教えてきた。　
古典芸能における人物研究 流派一門を組織する家元や、著名な実演







るのは、弟子の職業である。六麗子氏が稽古を始め 年齢に達した時、時代は昭和初期であった。東京では既に新中間層というサラリーマンが地域社会を構成する主要な層となってい 時期である。都市部でも職人や商店を営む、旧来からある職業の人々から日本舞踊や三味線音楽は支持されてきた。しかし、洋楽が徐々に日常生活へ浸透し、学校教育でも西洋音楽が中心に学ばれており、サラリーマン家庭の人々から 縁遠いものとなっている傾向が垣間見える。戦前の大都市において三味線音楽や日本舞踊などの古典芸能は、一般教養として女子が学び、また趣味娯楽として商店 旦那衆や夫人が嗜むものとして日常に広く浸透してい 漁業、商業を営んでいた六麗子氏の両親が、氏に古典芸能を習得させたと う経緯は 都と共通する傾向と捉えることができ 加えて 彌三恵氏が日本舞踊を教え始めた昭和四十年代も、弟子の職業にサラリーマンがいなかったことも同様である。　
また、両氏とも、長く稽古を続ける弟子は割合として多かったが、近年







倶知安小唄は、 氏がテープ録音を行っ いることからも 特別縁故が深く、
本稿では地域歌曲 調査に及ぶことになった。曲の多くに地理環境のみならず、制作された年代の産業 情景が深く反映されている。現在の倶知安町では、特産品であるじゃがいもを全面的に押し出し が、今ではみることのできない競馬や養蚕など、地域の歴史 再認識できるものとしての歌の存在に着目する可能性を見出す できる。　
また、彌三恵氏が町のイベントに携わってきたこと以外に、弟子やその
家族、知人が温習会へ積極的な参加 している。古典芸能にどれだけ興味関心があるのかは判然 しないものの、弟子には商店の夫人 多 ことから、商店組合の関係者が多い。また 弟子の中には無尽や御詠歌といったコミュニティに加入している者も多く、参加者の重複もみられ から、 「つきあい」を地域コミュニティ 場へ反映させたも と考えることができる。　
そして、本稿の二名の事例からは、北海道地方において流派への入門動







くてはならない存 であるが、倶知安花街の師匠 数や演目、流派は明らかでない。したがって六麗子氏の師匠との関わりも不明だ 、倶知安という地域に古典芸能の師匠が居た（出入りがあった）ことは間違いないだろう。 また、 六麗子氏が札幌の芸妓置屋に住んでいた経緯も示されたことから、花街と遊芸師匠の関係性につ は、稿を改めたい。謝辞　
倶知安町は「スキーの町」として知られているが、その積雪量は住民の
生活にとって大変な苦労となる側面も有して る。目が不自由にも関わらず冬は豪雪のなかで生活し、通ってくる弟子 稽古をつけた六麗子氏の生涯に敬意を表したい。彌三恵氏は、六麗子氏が大変な努力家であり 自分で出来ることは出来るだけ自分でした人だったという言葉が印象に残っている。　
そして、縁あって本調査に快く協力をして下さった杵屋彌三恵氏だが、

































































































































































二種類の倶知安小唄以外にも、 「倶知安馬鈴薯小唄」や、 「スキー小唄」 、













































































Practice and Teaching of Classic Performing Arts in Hokkaido: 




The acquirement, teaching and performance of classic performing arts such as 
Nagauta and Japanese dance have been understood through the careers of the 
masters and well-known performers. However, not much is known about the 
activities among the mid-level members of a given school, particularly those in areas 
that are not considered major. This study reveals the development of Shamisen 
music in non-major areas, especially the process of practice and teaching of classic 
performing arts in Hokkaido as well as the relationship between the teacher and the 
local community, by interviewing a person who has been engaged in teaching 
Shamisen music and dance by taking over the role from her mother. 
The first part describes the interviewee’s mother, a Nagauta teacher born in 1920. 
She started to learn classic performing arts in the beginning of the 1930s at her 
parents’ suggestion. After graduating from girls’ high school, she became a live-in 
disciple of Kineya Rokuichiro and acquired a license for Kineya Nagauta School in 
her teens. Having received this license, she returned to her hometown where she 
taught the people Nagauta before and after World War II. The interview unveiled 
the facts that she became independent as a teacher because she not only gained 
financial support and an understanding in performing arts from her parents, but she 
was also closely related with the local community with regard to her activity. 
The second part focuses on the interviewee. She learned Shamisen music under 
her mother’s teaching. She also learned Hanayagi School of Japanese dance and 
obtained a teaching license at the age of 23, after which she taught dance to the 
people. Moreover, she was engaged in events to promote activities of the area, such 
as Bon dance, by teaching dance and changing choreography. She has been selected 
to sing regional songs (not the folk songs that have been transmitted from the past 
but the songs intentionally made at that times) at events as well. Although she is a 
teacher of classic performing arts, it is clear that she had some other roles expected 
by the local community. 
